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　2024 年年明け、「能登半島地震」が起こ

り、半年の年月を経て、被災地の日常生活

が大きく変わってしまいました。

　「復興」は様々な要因で困難なことが多

いと情報が届いています。

　被災地の現状を現地の方からお話をうか

がい、学び、動いていけることを探りたい

思います。

　多くの方々ご参加お待ちしております。

～　被災地の今を知り、 私たちができることとは…

2024 年

10月 19日（土）
14： 00 開場　14 ： 30～

箕面市立船場生涯学習センター
多目的室３AB（605 ・ ６０６）

日時

場所

共同連マラソントーク in 大阪

主催： NPO法人共同連

＊当日カンパ箱も用意します。
　ご協力よろしくお願いします！

協力 ： ゆめ風基金

きらない
わけない
ともに
はたらく

参加
協力費

500 円
２０％ゆめ風基金へカンパと
いたします。

 https://forms.gle/PP2pzJawn756wtv59

山﨑　洋一さん　特定非営利活動法人　スペースBe（新潟市西区）
花田　仁美さん一般社団法人　ともえ（石川県七尾市）

コーディネーター　八幡隆司さん　ゆめ風基金　事務局長

現地参加の方はこちらから

登壇者

参加
申込み https://kyodoren-noto.peatix.com

オンライン参加の方はこちらから

＊裏面もご覧ください。



輪島市 朝市の様子（3月 1日）

ゆめ風基金 共同連

活動紹介

1995 年、被災障害者の救援を目的に永六輔さん、
小室等さんら著名人と 障害者、支援者が呼びかけて
発足。これまで被災障害者救援金・救援活動費は 5
億 8400 万円にのぼります。東日本大震災では、い
ち早く障害者救 援活動を開始、今も障害者の生きる
場・働く場の復興を応援しています。「一番困ってい
るところにすばやく届ける」ことをモットーに全国
の障害者 団体と連携し、緊急時に備えています。ま
た、障害者の立場から「防災提言」 を発信しています。

特定非営利活動法人　スペースBe
　　　　　　　　　　　　（新潟市西区）
　
　ペースＢｅの「Ｂｅ」は、ビートルズの
名曲「Let it be」から名づけられました。
「Let it be」とは日本語訳で「あるがまま
でいいさ」というメッセージ。
　障がいがある人もない人も、みんなで一
緒に運営する『共に働き、共に活動する』
ことを目的とし日々活動しています。
就労継続支援B型。

一般社団法人　ともえ
　　　　　（石川県七尾市）

　共同生活援助事業、就労継続支援B型事
業の他、不登校引きこもり支援、居住支援
を運営。
　障がい者や福祉的サポートが必要な人に
対して総合的な支援を行っています。 　
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1984 年結成。誰も切らないわけない、共
に働くをテーマに、障害のある人ないひ
とが排除されない「共働」をめざし、労
働の場（経済的に自立できる場）事業所
作りと３障害の他に社会的不利な人々も
含めた活動「社会的事業所」作りを提唱
している。
全国で対等平等に働き、暮らす社会をめ
ざしている会員のネットワーク団体。

プログラム

14：00　　会場開場

14：30～　あいさつ

14：40～　被災地の現地から報告①

山﨑　洋一さん特定非営利活動法人　スペースBe

15：10～   被災地の現地から報告②

 花田　仁美さん　一般社団法人　ともえ

15：40～     休　憩 (10 分）

15：50～   現地訪問レポート

八幡隆司さん　ゆめ風基金　事務局長

16：05～　対  談

山﨑　洋一さん　花田　仁美さん

コーディネーター　八幡隆司さん

17：20       閉会のあいさつ

17：30       閉   会

　


